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イベント全体概要

名 称 ⼤阪 de PINTO! 〜「最先端」を体感してみようの巻〜
⽇ 時 2023年10⽉21⽇(⼟) 11:00〜17:00

会 場 GRANDSLAM（⼤阪府⼤阪市福島区福島7-1-10 WiZ fukushima 2階）
対 象 ⼤阪公⽴⼤学⼯業⾼等専⾨学校１年⽣
参加者数 1 7 名（学年⼈数1 6 0 名）
主催企画 学⽣団体ぴんと

協 賛
株式会社エニバ
⾼専塾ナレッジスター
株式会社⾼専キャリア研究所
さくらインターネット株式会社

協 ⼒ 株式会社セールスフォース・ジャパン
うみらぼ株式会社

応 援
⾕⼝ 功（独⽴⾏政法⼈ 国⽴⾼等専⾨学校機構 理事⻑）
松橋 正明（株式会社セブン銀⾏ 代表取締役社⻑）
兼城駿⼀郎（株式会社⾼専キャリア研究所 代表取締役、⾼専⼈会 理事）
⼭崎 泰晴（株式会社エニバ 代表取締役CEO、⾼専⼈会 理事）
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イベントポスター
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ソーシャルメディア発信

Instagram(@grandslam_official)：https://www.instagram.com/p/Cyk-R5Mv0D1/ 4

https://www.instagram.com/p/Cyk-R5Mv0D1/


プロジェクトメンバー
1 氏名 準備 当日 ローマ字 Photo 出身高専 所属 役職 性別 肩書き

★ 1 益川 雄貴 企画・手配 当日統括 Masukawa Yuki 大阪高専
（４年） 学生団体 ぴんと 代表 M

一般財団法人 高専人会 SNS担当
QUINTBRIDGE（NTT西日本）第１期谷口ゼミ修了生
M-BIC2023 優秀賞・特別賞 受賞

2 甲斐 恵梨佳 教材準備 第２部
（講師）

Kai Erika ー 株式会社セールスフォース・ジャパン Community Programs 
Senior Specialist

F Japan Tableau User Group CxO

★ 3 髙栁 雅弘 手配 第２部
(補助)

Takayanagi Masahiro 津山高専 株式会社セブン＆アイ・ネットメディア
開発デザイン本部
DS開発4
主任

M

DCON2023アドバイザー（2021〜2024）,DCON大使
Salesforce 認定上級 Platform デベロッパー
Salesforce 認定 JavaScript デベロッパー
Japan Tableau User Group Member

4 中西優介 （助っ人） 第２部
（講師）

Nakanishi Yusuke ー 西日本電信電話株式会社

デジタル改革推進部
デジタルイノベーション部門 
デジタルアナリティクス戦略担
当 担当課長

M Kansai Tableau User Group Member
Tableau Public Ambassadors

5 太安 竜也 サポート トークセッション
（登壇）

Taian Ryuya 大阪高専 株式会社リクルート
HRエージェントDivision
関西営業１部
１グループ

M
リクルートにて３度の表彰，上位３%の評価
株式会社エニバ 高専キャリア教育事業 事業責任者
中辻漁業部（北海道・利尻島）

6 渡邊 友章 サポート トークセッション
（登壇）

Watanabe Tomoaki 仙台高専
専攻科 株式会社エニバ

取締役 / 
高専塾ナレッジスター事業責
任者

M 一般財団法人 高専人会 理事（名簿担当）

7 山縣 帆高 当日スライド作成
司会進行
第３部

（講師）
Yamagata Hodaka 沼津高専 株式会社みらいスタジオ エンジニア・映像クリエイター M 2021年度未踏IT人材発掘・育成事業 採択

8 沼間 直也 会計サポート （当日欠席） Numa Naoya 大阪高専 沼間会計事務所 代表 M 税理士
公認会計士

9 結石 晴也 学内対応 受付
精算

Keishi Haruya 大阪高専
（４年） 学生団体 ぴんと メンター M ー

10 西田 颯弥 学内対応 受付
撮影

Nishida Soya 大阪高専
（４年） 学生団体 ぴんと メンター M ー
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当日全体タイムライン

開始 終了 LAP GRANDSLAM 会場

益川 雄貴 山縣 帆高 川野 晃太 太安 竜也 渡邊 友章 甲斐 恵梨佳 高柳 雅弘 中西 優介 結石 晴也 西田 颯弥 錦野 結菜 大原 佳蓮

当日総括 司会・撮影 登壇 撮影・登壇 撮影・登壇 登壇 補助 登壇・補助 受付・精算 受付・撮影

9:00 9:30 深山さんGS開場

9:30 10:00 会場設営・GS打合せ 09：30 入り 09：30 入り 09：30 入り

10:00 10:00 開場・準備開始 10：00 入り 10：00 入り 10：00 入り 10：00 入り 10：00 入り 10：00 入り

10:00 10:20 最終打合せ 当日説明 説明を受ける 説明を受ける 説明を受ける 説明を受ける 説明を受ける 説明を受ける 説明を受ける 説明を受ける

10:20 10:30 各自準備 全体把握 Zoom 確認 Zoom 確認 カメラ設置 カメラ設置 会場設営 会場設営 受付準備 受付準備

｜

10:30 10:40 受付準備 ｜ 会場まで案内 案内補助 案内補助

10:40 10:55 学生受付開始（それまで入れない） ｜ 受付対応 受付対応 10：40 入り 10：40 入り

11:00 11:15 0:15 オープニング 補助 司会 写真撮影 写真撮影

11:00 11:05 　山縣司会挨拶 ｜ ｜ ｜ ｜

11:05 11:10 　益川代表 挨拶・深山さん 登壇 補助 ｜ ｜

11:10 11:15 　益川より大人たちの紹介 司会 紹介される 紹介される 紹介される 紹介される 紹介される 紹介される 紹介される 紹介される 写真撮影 写真撮影

11:15 12:00 0:45 第１部 特別ゲストご講演 補助 司会 登壇オンライン DL対応 DL対応 受領書発行 受領書発行 ｜ ｜

11:15 11:50 　川野さんご講演 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

11:50 12:00 　質問タイム 司会 司会 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

12:00 12:50 0:50 昼休憩（50分） 中西さん対応 写真撮影 お昼ご飯担当 お昼ご飯担当 中西さん対応 ｜ 13：00 入り 交通費精算 交通費精算 ｜ ｜

12:50 13:10 0:20 トークセッション 補助 司会 登壇 登壇・司会 写真撮影 写真撮影

13:15 14:45 1:30 第２部 Tableau講座 ｜ 写真撮影 写真撮影 写真撮影 登壇 補助 補助 買い出し 買い出し

13:15 13:30 　データスキルの重要性・会社説明 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

13:30 13:40 　キャリア・データスキルの重要性 ｜ ｜ ｜ ｜ 補助 ｜ 登壇 ｜ ｜

13:40 14:45 　Tableau ハンズオン ｜ ｜ ｜ ｜ 登壇 ｜ 補助 ｜ ｜

14:45 15:00 0:15 休憩（15分） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 写真撮影 写真撮影

15:00 16:30 1:30 第３部 15歳のぴんと！ 写真撮影 写真撮影

15:00 15:10 　趣旨説明 司会 ｜ ｜

15:10 15:45 　ディスカッション・LT準備 全体把握 メンター ー メンター メンター メンター メンター メンター ｜ ｜

15:45 16:30 　LT（3分*10人） 司会 （パネリスト） （パネリスト） ｜ ｜

16:30 17:00 0:30 閉会式 ｜ ｜

16:30 16:33 　山縣・益川講評 司会 司会 ｜ ｜

16:33 16:40 　ゲストより講評 ｜ ｜ ー 講評 講評 講評 講評 講評 ｜ ｜

16:40 16:45 　集合写真撮影 司会誘導 司会誘導 ー 写真撮影 写真撮影 写真撮影 写真撮影 写真撮影 写真撮影 写真撮影 写真撮影 写真撮影

16:45 16:50 　アンケート回答 QR表示 ｜ ｜

16:50 17:00 　アマギフ配布（回答者） 配布 配布 ｜ ｜

17:00 18:00 1:00 完全撤収
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参画団体

株式会社エニバ ⾼専塾ナレッジスター 株式会社⾼専キャリア研究所 さくらインターネット株式会社

株式会社セールスフォース・ジャパン うみらぼ株式会社 Japan Tableau User Group 学⽣団体ぴんと

salesforce

シンボルマーク でWebへジャンプ（PPTX版）7



会場

⼤阪福島駅徒歩1分のコワーキング・イベントスペース

フロアマップ

所在地
｜⼤阪府⼤阪市福島区福島7-1-10 WiZ fukushima 2階
アクセス
｜JR環状線 福島駅 徒歩1分
｜JR東⻄線 新福島駅 徒歩5分
｜阪神本線 福島駅 徒歩5分
ウェブサイト
｜https://grandslam.osaka/ 
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ぴんと ‒ 団体概要

団 体 名 称 ぴんと OMUCT（ 英：PINTO OMUCT ）
設 ⽴ 2 0 2 3 年 5 ⽉
設 ⽴ 者 3 名
代 表 益 川 雄 貴
活 動 ⽬ 的 「ぴんと OMUCT」は、活動を通じて、学⽣たちが充実した学⽣⽣活を送り、将来に

向けて意義深い経験とスキルを積み重ねることを⽬指しています。

「⼤阪公⼤⾼専の学⽣に、もっと活躍の機会を！」
そんな思いから、学⽣活動の経験豊富な有志が⽴ち上げた、「ぴんと OMUCT」 は

2023年5⽉ にスタート。⼀度きりの学⽣⽣活、今だからできる体験・経験をしてほしい。
学外に⾶び出して、いろんなモノ・ヒトを⾒て、「ぴんと」きたことにチャレンジを。
その機会・場所の提供・活動サポートをする、先輩たちからの「恩送りプロジェクト」

それが「ぴんと OMUCT」です。（23年5⽉ 代表あいさつより）

9



ぴんと ‒ ３つの取り組み

①イベントの開催（意識づけ）
年2回のイベント（春・秋）を通じて、「⾼専⽣をもっと、チャレンジャーに」というスローガンのも

と、学内の雰囲気づくりを⽬指します。
イベントプログラムでは、OBOGによるキャリア教育（講演）、学校教育では得られないスキルの習得

（講座）、表現・共創・⾃⼰分析を深める場（⼤会）を提供し、Society 5.0⼈材やゴールデンサークル理
論の理解を促し、「モノづくり」だけでなく「コトづくり」もできる仲間づくりを⽬指します。

②学内外情報のアナウンス・接続
イベント参加後、次のステップに進めるよう、学内外のイベント・コンテスト情報を発信します。
学⽣からの要望があればOBOGを中⼼に各分野のエキスパートを紹介し、学⽣たちが⾃分の興味や⽬標

に合った情報を得られる環境を整備します。

③先輩サポートと企業コラボのフレーム構築
⾼専⽣にとって「社会とつながる場」を提供するため、神⼭まるごと⾼専や、Ｎ⾼を事例に、OBOG・

企業と学⽣の交流機会を創出します。
学内では、パンデミックにより失われた「上級⽣・下級⽣の縦のつながり」を再構築し、下級⽣が先輩

主導のプロジェクトに参画することでマネジメントを学び、上級⽣が後輩のやりたいことをサポートする
恩送りの好循環を⽣み出します。
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オープニング

オープニングは、司会・代表のあいさつでスタートし、
代表よりマイクを順に回してゆき、来場したゲスト全員から⾃⼰紹介いただきました。

受付 司会あいさつ 代表あいさつ ゲスト紹介

GO →
蜂⾕海さん

太安⻯也さん 髙栁雅弘さん
甲斐恵梨佳さん渡邊友章さん

沼間直也さん

⼤阪⾼専ＯＢで
公認会計⼠・税理⼠
の沼間直也先⽣より
会計の⼿厚いサポー
トをいただきました。

仕事がお忙しいため、
当⽇のご来場は叶い
ませんでしたが、無
事にイベントを開催
することができまし
た。ありがとうござ
いました！（益川）
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協賛企業様紹介

司会の⼭縣さんより、本イベントの協賛企業様のご紹介をいたしました！
⾼専⽣の成⻑を願い、本イベントをご⽀援いただきました皆様に⼼よりお礼申し上げます。 12



応援メッセージ紹介 ①

（独）国⽴⾼専機構 ⾕⼝功 理事⻑ （株）セブン銀⾏ 松橋正明 代表取締役社⻑

（株）⾼専キャリア研究所 兼城駿⼀郎 代表取締役 （株）エニバ ⼭崎泰晴 代表取締役CEO

⾼専機構理事⻑、セブン銀⾏社⻑、⾼専キャリア代表、エニバ社⻑より
本イベントを応援するために特別にお寄せ頂きましたメッセージを代表の益川が代読いたしました。 13



応援メッセージ紹介 ②

⼤きく成⻑されることを期待しています。

⼤阪府⽴⾼専1年⽣の皆さん:皆さんは、�社会の宝・
財産としての⼈財です。皆さんの可能性は無限です。
⼈を幸せにし、社会の発展を担うことができる⼒を⾝に
つけて、新しい社会を切り拓く⼈に育ってください。
⾃らの⼒を信じて、また、仲間と切磋琢磨して、

独⽴⾏政法⼈�国⽴⾼等専⾨学校機構�理事⻑

⾕⼝功�先⽣
⾃⾝の未来は、⾃らの⾏動から創られます。⽇頃のチ
ャレンジ、努⼒に加え、知のネットワークを構築して
ください。それが、技術の組み合わせを可能にし、新
しいイノベー�ションを⽣みます。さらに、⼈との繋が
りが⼈⽣の道標(みちしるべ)に役⽴ちます。�

株式会社セブン銀⾏�代表取締役社⻑�

松橋正明�様�

今このパンフレットを⼿にとっているあなたは最⾼で
す。イベントに参加するという⼀歩を踏み出すあなたは
もっと最⾼です。�専⾨性は体系的な学習と、膨⼤な実
践と、ほんの少しの勇気で⾝につきます。ぜひ今回の機
会を活かし、なりたい⾃分へと近づいてください。�

株式会社⾼専キャリア研究所�代表取締役�

兼城駿⼀郎�様�
今の⾃分が⾼専在学中にやっておいて良かったことは
外部との接触です。学校以外で学ぶことが、学校で学
ぶ意義を深く理解することに繋がり、⾃⾝の成⻑に繋
がります。今回のイベントのような機会を⼤切にし、
⾃分から積極的に⾏動していくことを⼼掛けて学⽣⽣
活楽しんでください。�

株式会社エニバ�代表取締役�

⼭崎泰晴�様�
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第１部 特別ゲスト ご講演

うみらぼ株式会社 代表取締役
鈴⿅⾼専OB

川野晃太 ⽒

「地域で始めるイノベーション
15歳の⾼専⽣だった⾃分に伝えたいこと」

（キャリア講演枠）

⾃動運転×地域創⽣伝えたいこと
1. 掛け算を意識する
2. アンテナを張る
3. つながりを⼤切に

15



第１部 特別ゲスト ご講演 （キャリア講演枠）

はじめまして！ 
川野晃太です。

講演マテリアルから⼀部抜粋 16



第１部 特別ゲスト ご講演

ご⾃⾝のキャリア、地域創⽣・⾃動運転についてご講演いただきました。
“必ずしも⼈より優れている必要はない、掛け算によってオンリーワンを⽣み出そう”

“つながり・仲間との時間を⼤切に”
“たくさんのアンテナを持つことが、選択肢と可能性を広がる”

という川野さんのお話は、将来に漠然とした不安を抱えているイマドキの学⽣たちにとても響いたと
思います。そして、困難に直⾯したとき、きっと⼼の⽀えになります。

アンテナを張っていく中で、好きなコトやぴんと来たコト、情熱を注げるコトを⾒つけ、思考を何
度も繰り返し、川野さんのようにみんなを笑顔にできる⾼専⼈に共になりましょう！

（キャリア講演枠）

シンプルにめちゃくちゃ楽しそう！と思ったから。プライベートでも⾏きたいし、ぴんとの⼀環とし
ても⾏ってみたいと思った。
内容にどこか共感できるようなところも多くあって、将来に少し希望が持てたような気がする。
何か⾏動するためには⼈との関わりを特に⼤事にしようと思った。
理想を現実に変えようとしていて、実際にプロジェクトとして進んでいて凄いと思いました。
⾃分が⼈⽣を通して何をしたいか考えるきっかけになったから

学⽣からの感想（⼀部抜粋）

代表総括（益川）
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トークセッション （初・キャリア教育枠）

「⼯学の専⾨の決め⽅について」 太安⻯也

渡邊友章

⽒

⽒

⼤阪⾼専ＯＢ
旭化成を経てリクルートに⼊社。
転職エージェントとして
⼤活躍中のキャリアのプロ！

仙台⾼専ＯＢ（専攻科）
専攻科在学中に起業を経験。
⾼専塾ナレッジスターは、
8年で7,000⼈の卒業⽣を輩出！

キャリアのプロ×教育のプロ
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トークセッション

講演マテリアル と YouTube活動

工学䛾専門䛾決め方

大阪公大高専䛾コース選択について

やりたいことが分からない䛾䛿なぜか？

自分䛾中に「軸」がない

＝自分自身䛾ことをよく知らないから。

「軸」䛿人それぞれ。例え䜀…

「年収が高いこと」

「スキルが習得しやすい環境であること」

「頑張りが評価される企業で働きたい」

「女性が活躍できる企業で働きたい」

「車が好きだから自動車業界で働きたい」

など様々。⇒　軸䛿一つで䛿なく、複数あることがほとんど。

「軸」䛿変化していくも䛾

今後いろいろなことを経験すると、「軸」䛿変化していくも䛾。

変化を恐れず、価値観が変化したらそ䛾時点で䛾ベストな「軸」に合わせて、

キャリアをアップデートしていけ䜀いい。

大事な䛾䛿、「自分にとって何が大事な䛾かを考えて、自分なり䛾優先順位を

そ䛾時々䛾精一杯で明確にしていくこと」

正解䛿1つで䛿ない。
これを見つけそこなったら人生が失敗するというような不安䛿不要。

⇒軸に基づいて選んだ結果なら䜀それ䛿全て正解である。

エネルギー機械コース

⇒機械工学×エネルギー工学

プロダクトデザインコース

⇒機械工学×生産工学

エレクトロニクスコース

⇒電気工学×電子工学系 

知能情報コース
　　⇒情報工学

基礎研究より

も䛾づくり

０⇒１

１⇒１０

業界によるコース選択䛾見方

自動車
機械

資源
（電力）

鉄道
電子部品
半導体

建設
不動産

IT 金融

エネルギー機械 ◎ ◎ 〇 〇

プロダクトデザイン ◎ 〇 〇 ◎

エレクトロニクス ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

知能情報 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

職種によるコース選択䛾見方

機械設計 制御設計 生産技術 設備保全 品質管理
Webエンジ

ニア
SE

エネルギー機械 ◎ ◎ ◎ ◎

プロダクトデザイン ◎ ◎ ◎ ◎

エレクトロニクス ◎ 〇 ◎

知能情報 ◎ ◎

軸をどうやって見つける䛾か？ マインドマップ 
自己分析ツール

・職業興味検査(無料）
https://shigoto.mhlw.go.jp/User/InterestTest/Step2

・VPI職業興味検査（550円）
https://www.jil.go.jp/institute/seika/tools/VPI.html

・一般職業適性検査（300円）
https://www.jil.go.jp/institute/seika/tools/GATB.html

・職業レディネス・テスト（360円）
https://www.jil.go.jp/institute/seika/tools/VRT.html

・16Personalities（無料）性格診断
https://www.16personalities.com/ja/%E6%80%A7%E6%A0%BC%E8%A8%BA%E6%96%AD
%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88

画像引⽤：キャリマガ就活で⾃⼰分析の⽅法が分からない！役⽴つマインドマップツールは

（初・キャリア教育枠）
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トークセッション

学⽣からの感想（⼀部抜粋）
あっきーさんの流⽯の司会⼒と、太安さんのタメになりすぎるお話がすごかったです。
⾃分が⽬指すコースをその将来も踏まえてしっかりと⾒ることができた。
⾃分が⾏きたい職業から逆算で考えてコースを決めてみたいと思いました。
キャリアのプロの⽅とお話が上⼿な⽅のセッションだったので、⾯⽩く各コースの特徴を知れて⾯⽩
かったです。
⾼専ではこんなに噛み砕いて教わることはほぼ無かったので。表にしてもらったことで理解しやす
かった。

代表総括（益川）
キャリアのプロである太安さんと、教育系YouTuberであるあっきーさんにキャリアについての

トークをしていただきました。⾼専⽣活は５年間ありますが、ほとんどの⾼専⽣が就職活動（企業の
情報収集）を考え始めるのは４年⽣の夏のインターンシップが終わってから。これでは志望業界へ⾏
けなかったり、企業・やりたいこととのミスマッチが発⽣してしまいます。１年⽣のうちからキャリ
アに興味（アンテナ）を持つことで、情報収集・実践の機会が増え、よりクリアになると思います。

今回は、２年進級時のコース・専⾨選択について、業界と職種の観点からお話しいただきました。
また、「軸」を⾒つけるための⼿段 “マインドマップ作成” や、おすすめの ”⾃⼰分析サイト”も紹介
いただき、その活⽤⽅法も伝授くださいました。

（初・キャリア教育枠）
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第２部 Tableauハンズオン （インプット枠）

甲斐恵梨佳 ⽒
転職を経て Tableau社（のちに
Salesforce社に買収）に⼊社。
Tableauでアカデミックを⽀援。
JTUGで CxO 務めている。

髙栁雅弘 ⽒
津⼭⾼専ＯＢ
ネパールの現地法⼈勤務、防衛
システムやクレカ統合に従事。
DCON2024アドバイザー兼⼤使。

中⻄優介 ⽒
⼤学卒業後、NTT⻄⽇本に就職。
同社では初のTableau Public 
Ambassadorに選出される。
KTUGのメンバー。

「Tableauで学ぶ、
データサイエンス⼊⾨」

セールスフォース・ジャパン

 
  

 データスキルで差がつく！

Tableauで見るデータの世界

　

@erika_kaikai | ekai@salesforce.com

株式会社セールスフォース・ジャパン

マーケティング統括本部

コミュニティプログラム シニアスペシャリスト

甲斐 恵梨佳

Logo

スピーカー 自己紹介
　

● 名前：甲斐 恵梨佳（かい えりか）

● 所属：マーケティング統括本部
Tableau ユーザーコミュニティと
アカデミックプログラムを担当

● Tableau入社：2019年1月
*2019年8月にセールスフォースとの統合

● 出身：佐賀県

● 学歴：
関西外国語大学
University of the Sunshine Coast（QLD州）2013年卒

● 趣味：映画・ドラマ鑑賞

実際にTableauを
さわってみよう！

スーパーのデータを一緒に

可視化してみましょう🏪

本日のアジェンダ
　

01 Tableauとは？なぜデータスキル？

Tableauアンバサダー 中西さんに聞く！

データのお仕事とキャリアのお話

Tableauの基本操作（ハンズオン）

02

03

↖ 講演マテリアルから⼀部抜粋 21



第２部 Tableauハンズオン （インプット枠）

講演とハンズオンの様⼦ 22



第２部 Tableauハンズオン （インプット枠）

学⽣からの感想（⼀部抜粋）

代表総括（益川）
Salesforceの甲斐さん、NTT⻄⽇本の中⻄さん、DCON⼤使の髙栁さんより、伝授いただきました。
最近よく⽿にする“データサイエンス“という⾔葉。聞いたことはあるけど、何が出来るのか想像が

つかないが故に “難しそう” と感じ、⼿を伸ばせないでいる⼈が多くいます。ですが、最新のデータ
可視化ツール を使えば、プログラムの基礎知識がなくとも感覚的にデータを可視化できます。
⾃分の専⾨に、異なる分野のスキルを掛け合わせることで、オンリーワン⼈材に近づきます！

グラフや表を作るだけでなく、それを動かす度に詳細を表⽰させるといった、企業のHPのような物を
作ることが出来たため。
新しい操作を教わる度に思わず「凄っ…」という⾔葉が⼝から漏れてしまうほど、便利で分かりやす
かったから。
Tableauの使い⽅について疑問に思っていたことを聞くことができてよかったです。Excelで関数を利
⽤してグラフを作ることが分からないので今後利⽤していきたいです。
基本的にマウスの操作によってできたのですごく使いやすいアプリだと思った。使いやすさはそのま
ま需要に直結すると思う。
想像よりも簡単な操作で、⾃分でデータを⾒ることができたことが本当に楽しいと感じた。 23



第３部 15歳のぴんと！LT⼤会 （アウトプット枠）

⼭縣帆⾼ ⽒
沼津⾼専ＯＢ
在学中に未踏事業に採択される
みらいスタジオのエンジニア・
映像クリエイター

「今だからこそできる、
アウトプットを！」

先輩たちからのメンタリング

【 達成フロー 】

24

今回のイベントの総合司会でベンチャー企業エンジニアの ⼭縣帆⾼ さんに ⾼専⽣のモチベがMAX
になるお話をイントロでしていただきました。
普段なかなか考える機会のない「⾃分の将来」についてちょっとだけ考えてみて、先輩たちにメン

タリングしてもらいました。
LT発表を通して、イベント後に実現に向けて動き出すことを⽬指しています！



第３部 15歳のぴんと！LT⼤会

なんとイベントに参加した⼤⼈たち全員がメンター。15歳ならではの悩みや課題・実現したいこと 
についてメンターたちからアドバイスを受け、⼀緒にブラッシュアップまでしました。

（アウトプット枠）

ちょっとだけ 将来を考えてみよう。

メンターからのメンタリングの様⼦ 25



第３部 15歳のぴんと！LT⼤会 （アウトプット枠）

今だからこそできる、アウトプットを！
先輩たちからのメンタリングを踏まえ、これから頑張りたいことや、メンターと話してみた感想な

ど、1⼈3分でフランクに⾃由発表してもらいました。挙⼿制で10名の学⽣が登壇してくれました。

⾃分のことを好きになる！
錦野結菜 さん

LTを成功させる！
⼤原佳蓮 さん

他にも、有給インターンや、メンターによるゼミの開講、起業、イベントの開
催など様々なアイデアが⽣まれ、それぞれ実現に向け動き出しました！

⾃分に⾃信を持ち、⾃分のことを好きにな
るためのアプローチについて、メンターや友
達に協⼒してもらいながら、⾃分なりに答え
を導き出し、発表しました。将来への期待感
が⼀段と⾼まりました。

⼈前での発表を得意になりたく、場数を踏
んだ経験豊富な先輩⽅に相談をしました。先
輩⽅からのフィードバックを受けて、⾃分の
強みや改善点を⾒つめ直し、今回はじめて発
表にチャレンジすることができました。

↓

う
ち
２
名
ご
紹
介
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第３部 15歳のぴんと！LT⼤会 （アウトプット枠）

先輩総括（太安さん）
私が⾼専1年⽣のころは、部活、授業、遊びのことで頭がいっぱいで将来のことなど全くイメージをする

ことができなかったので、今回参加していた学⽣は夢をすでに持っている学⽣もいることが改めて⾼専の
すごいところだと実感しました。
トークセッションの意⾒を吸収し、⾃らの意⾒も加えてアレンジして、アウトプットをする姿を⾒て、

⾼専⽣の思考⼒の強さを⾒れました。さらに積極的に⾃ら前に出て発表する学⽣も多く、アクティブな姿
も⾒れて、感動しました。この場に参加した⾼専⽣の夢・キャリアは実現していくと信じてます。

先輩総括（⼭縣さん）
全国の⾼専⽣の数々のLTを⾒てきましたが、⼤阪⾼専の1年⽣の皆さんの発表は、どれも強く印象に残り

ました。
関⻄圏ならではのトーク⼒の⾼さに加え、トークセッションやメンタリングタイムの時間を経て、より

明瞭になった皆さんの熱い発表は、どれも⾃分の⼼を揺さぶり、⼼から応援したいと思える発表ばかりで
した。
ぜひ今回のイベントを通じて成⻑した短時間での集中⼒、相⼿への⾃分の想いの伝え⽅などのスキルを

様々な場⾯で発揮し、⽻ばたいていってもらえればと思います。

27



学⽣からの感想（⼀部抜粋）
将来について深く考えることができてよかった
⾃分の考えていることをまとめることができたから
有識者の貴重な話を聞く事が出来た他、話し⽅が上⼿く⾯⽩かったため。
また、⾊んな⼈の様々なプレゼンを聞くことができて知⾒が広がったため。
⼤⼈の⼈と話をすることで⾃分がどういう⼈か少し知ることができたから。
将来のことについて不安でしたが、少し楽観視することができるようになりました。もっとイベント
に参加して⾃分のことを話せるようになりたいです。
キャリアや⾼専⽣時代に経験しておいた⽅がいいことなど⾃分の気になっていたことなどメンターの
⼈にいいアドバイスや話を聞けたから
⾃分の考えをまとめることができたし、次やるべきことがわかったと思う。
⾃分⾃⾝ののやりたいことさえも⾃分では意識しないとわからなかったが、今回様々な話を聞いた上
で改めて考えるとまた違った考えが湧いてきた。
めちゃくちゃ緊張したけど貴重な経験ができました。また次回も参加したいです。
発表できてよかった！！
⾃分についていろいろと考えることができたから。
⾃分のこれからの⼈⽣を深く考えることができたから

第３部 15歳のぴんと！LT⼤会 （アウトプット枠）
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クレジット

益川雄貴 ⻄⽥颯弥 結⽯晴也 錦野結菜 ⼤原佳蓮 ⽩川息吹

甲斐恵梨佳 中⻄優介

髙栁雅弘 渡邊友章 太安⻯也 ⼭縣帆⾼

現役⽣メンバー

社会⼈メンバー

応援メッセージ

沼間直也 ⼭⽥みかん

⾕⼝功 松橋正明 兼城駿⼀郎 ⼭崎泰晴

スペシャリスト

特別ゲスト 川野晃太
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Fin.⾼専⽣をもっと、チャレンジャーに！
30


